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健診データを⽤いた⾮肥満者における⾮アルコール性脂肪性肝疾患の発症のリスク因⼦と
⾮侵襲的肝線維化スコアリングの推移についての縦断的検討 

 
前回の抄読会では，課題研究のテーマとして，⾮アルコール性脂肪⽣還疾患（NAFLD）

の疾患概念や疫学について紹介した．そして，⾮肥満の NAFLD の予後やそれに関わる因
⼦を検討した先⾏研究について触れ，20 歳からの体重変化や中性脂肪，尿酸値，クレアチ
ニン等が関係していることが⽰されている事を述べた．さらに，近年注⽬されている肝線維
化マーカーを⽤いた肝線維化のスコアリングの⽅法と，それを利⽤した先⾏研究を紹介し，
健診データ利⽤の可能性について述べた． 
 今回の抄読会でも課題研究について NAFLD を扱う．前回内容を踏まえ，先⾏研究で明
らかにされていない臨床課題と，現時点で検討しているクリニカルクエスチョンを明確に
し，さらに検討中の解析⽅法について紹介する． 
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